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【本論】第二章では D-A 増強型アミドピラジン誘導体の蛍光性制御について述べた。最初に D が
ジメチルアミノ基、A がフェニル基の基準誘導体を合成して、高極性溶媒ほど蛍光極大が長波長
化する蛍光ソルバトクロミズム(450～567 nm)を確認した。次にドナー性とアクセプター性を D






を示すことを見出した。従って、電子求引性を有する TPy 骨格への電子供与基の導入が ICT 性に
よる蛍光能を誘起出来ることが分かった。特にメトキシ基の導入はプロトン性極性溶媒中でも強
い蛍光性を保持する色素設計に有効である。更にドナー性フェニル置換基を 5 位と 6 位に導入し
た TPy 誘導体も良好な蛍光性を示す化合物であることを見出した。以上より、ウミホタルオキシ
ルシフェリンを基盤として 2 種類の蛍光色素系の開発指針を確立することが出来た。 
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